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のゲート長:LはL = 1:0mに固定してあり、ゲート幅:W を設定した変化幅
から再決定し、MOSFETのアスペクト比を変化させる。ゲート幅W の変化












路を図 4.1に示す。この回路の特性を表 4.3に示す。表 4.3より、自動設計回
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